
 
令和７年度 学思行賞 

 
 

令和７年度 優良児童 
 

２年まちたんけん 
７日(水)に校区内の町探検を行いました。

七社之社、富田公民館、富田公園に行きまし 

た。七社之社は富田 

公民館のとなりにあ  

る神社です。初めて 

じっくり探検し新た 

な発見をしました。 

お願いしますの会 
 

 

 

 

 

 

16日(木)に授業の支援、登下校の見守り、
環境整備など、明倫小学校を支えてくださる
各グループの代表の方に来校いただき、児童

全員で「１年間お願いします」という気持ち
を表しました。子どもたちは、対面での会を
通して、日頃からたくさんの方に支えていた
だいていることを改めて実感できました。 
 

富木島中学校区あいさつ運動 
 

 

 

 

 

 

19日(月)にＰＴＡ、民生・児童委員、学校

支援協議会の皆様と児童会とであいさつ運

動を行いました。多くの皆さんに参加いただ

きました。すがすがしい朝となりました。 

お願いしますの会 
 

 

 

 

 

 

19日(月)に授業の支援、登下校の見守り、

環境整備など、学校を支えてくださる代表の

方に来校いただき、児童全員で「１年間お願

いします」と対面して挨拶ができました。 

 

 

 

 

 

梅雨の季節は読書がおすすめ 

日本の南の方の地方で梅雨に入ったことを知らせるニュースが耳に届き始めました。愛知県

もまもなく、梅雨に入りそうです。雨が続く季節は、外遊びが大好きな子供たちにとっては力

を持て余して、体がむずむずしていることでしょう。そんな雨の日の放課、多くの子供たちで

賑わっているのが図書館です。 

外で遊べない時こそ、読書に親しみ、たくさんの本を読んでほしいと思います。読書のよさ

は一般的に語られているとおり、多く言葉に触れ、語彙力を増やします。物語であれば、 登場

人物の心に寄り添い、言語化された感情に多く触れることで、豊かな情操を育てます。ノンフ

ィクションや図鑑であれば、様々な世界を文章や写真、イラストをとおして知ることができ、

室内にいながらにして見聞を広げることができます。心を豊かにし、知識も増え、子供たちの

成長に欠かせないのが読書です。人が一生の間に実体験できることには限界がありますが、疑

似体験であっても読書をとおした体験は無限に増やすことができます。 

学校の取り組みとして、各学級で「図書館デー」と称して、大放課や昼放課に図書館に行っ

て本を借りる日を設けています。教科で学んだことをさらに詳しく調べたり、疑問に思ったこ

とを追究したりするために、積極的に図書館を利用しています。ご家庭でも、公立の図書館に

行ったり、本屋さんに行ったりして、本に親しむ時間を親子で楽しんでみてはいかがでしょう

か。                         校長 鈴木悟志 

輝く めいりんっ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより Ｎｏ.３ 

令和７年 ５月３０日 

東海市立明倫小学校 
夢・汗・心 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年代かき・田植え 
22日(木)に代かき、29日(木)に田植えを行

いました。最初は、田んぼの中に裸足で入る 

ことに不安の様子でした 

が、すぐに慣れ、代かき 

（肥料と土を混ぜるこ 

と）、田植えができまし 

た。 

体力テスト 

27日(火)、28日(水)に実施しました。学校

支援協議会の２名も計測補助に来てくださ 

いました。友達からの 

声援を受け、自己記録 

を更新しようと力いっ 

ぱい取り組む姿が見ら 

れました。 


